
主成分分析

参考
• 〈ゼロからのサイエンス〉多変量解析がわかった! 

• まずはこの⼀冊から意味がわかる多変量解析
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主成分分析のイメージ

• 分散が最⼤となるような⽅向（座標、ベクトル）を⾒つけている
• 分散が⼤きい空間に写像することでサンプル間の違いが顕著になる
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分散を最⼤化する軸を⾒つけるとは︖
• 4つの変数(w, x, y, z)のデータがある

• 分散を最⼤にする変数の和を求める→ u = 𝑘!w + 𝑘" x + 𝑘#y + 𝑘$z、𝑘!"+ 𝑘"" + 𝑘#" + 𝑘$" =1

• 分散を最⼤→分散の⼆乗、𝑆%" = !& 𝑢! − %𝑢 " + 𝑢" − %𝑢 " +⋯+ 𝑢!' − %𝑢 "

• 𝑆%"を最⼤にする𝑘!〜 𝑘$ (主成分負荷量)が求まる→ u = 0.382w + 0.277x + 0.784y + 0.402z
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u = 𝑘!w + 𝑘" x + 𝑘#y + 𝑘$z u
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主成分の寄与率と第2主成分

• 主成分はどれだけ元の情報を表しているか︖分散で⽐較する
• 元のw,x,y,zの分散に対して、主成分uの分散はどれくらいか︖を⾒る

• (第1主成分の)寄与率 = 主成分!の分散
元のw,x,y,zの分散 = !!"

!#""!$""!%""!&"

• 第1主成分の残りについて再度分散が最⼤になる変数の和が第2主成分
• 第1主成分の残りとは、

• w → w - 𝑘' u
• x → x - 𝑘( u
• y → y - 𝑘) u
• z → z - 𝑘* u

• v = 𝑙#(w −𝑘# u) + 𝑙$(x −𝑘$ u) + 𝑙%(y − 𝑘% u) + 𝑙&(z − 𝑘& u)、𝑙#$+ 𝑙$$ + 𝑙%$ + 𝑙&$ =1
• v = 0.835w + 0.305x + 0.402y + 0.220z

• 第2主成分の寄与率 = 主成分'の分散
元のw,x,y,zの分散 = (!"

(#")($")(%")(&"
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主成分得点プロットと変量プロット

• 主成分得点プロットは、サンプルについて、主成分でプロット
• 変量プロットは、変数について、係数でプロット
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u = 0.382w + 0.277x + 0.784y + 0.402z
v = 0.835w + 0.305x + 0.402y + 0.220z
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